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研究要旨 
成人 T細胞白血病に対する樹状細胞療法について、治験プロトコール作製に従事した。また、
免疫療法のより有効性を高めるべく、リンパ系腫瘍における、腫瘍増殖と免疫応答につき、基礎

的研究を行った。その結果、免疫調節因子がリンパ系腫瘍の生存に関与することが明らかとなっ

た。 
 
Ａ. 研究目的 
極めて難治性である成人T細胞白血病に対
して、新たな免疫学的療法の開発を行う。 
 
Ｂ. 研究方法 
移植適応の無い成人T細胞白血病患者を対
象に、抗 CCR4抗体を併用した樹状細胞療法
を行う。細胞株、患者から得られた臨床検体

を用いて、より有効な治療開発について検討

する。 
 
（倫理面への配慮） 
ヘルシンキ宣言、臨床研究に関する倫理指針

を遵守して実施する。 
 
Ｃ. 研究結果 
臨床試験実施に向け、プロトコール作成を

行った。 
リンパ系腫瘍における免疫応答について、

臨床検体や、細胞株を用いて検討した所、免

疫調整因子である IDO 及びトリプトファン
代謝産物のトラニラストがリンパ系腫瘍細

胞の増殖抑制効果がある事を明らかとした。 
 
Ｄ. 考察 
成人T細胞白血病は極めて難治性の疾患で
あり、化学療法のみで長期予後の期待は出来な

い。同種造血幹細胞移植での成功例から、免疫

学的治療の有効性が期待出来る。本試験の遂行

により、この疾患の免疫学的治療の実用化を図

るとともに、より有効性を高める為の検討が重

要であると考えられる。 

Ｅ. 結論 
成人T細胞白血病に対する新規免疫学的治
療の実用化に向けて、早期の臨床試験実施が

望まれる。 
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